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こ
の
国
の
行
方
・
・
・
・
の
問
い
（
１
）
「
二0

一
七
年
」

“
共
謀
罪
と
治
安
維
持
法

”
治
安
維
持
法
を
研
究
し
て

と

『
い
わ
ば
一
が
一
〇
〇
に
な
り
、
こ
の
一
〇
〇
が
一
万
な
る
よ
う
に
、
一

九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
の
法
制
定�

D

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
法
改

正�
D

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
の
法
改
正
を
通
し
て
、
治
安
維
持
法
の

処
罰
の
網
が
国
民
生
活
の
隅
々
ま
で
及
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
治
安

維
持
法
の
研
究
を
通
じ
て
改
め
て
痛
感
し
た
こ
と
の
第
一
で
あ
る
。

一
九
二
五
年
の
治
安
維
持
法
で
は
、「
国
体
変
革
」
「
私
有
財
産
制
度
否

認
」
結
社
の
罪
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
さ
れ
た
の

は
共
産
党
な
ど
の
非
合
法
左
翼
政
党
で
あ
っ
た
。
条
文
に
「
共
産
党
」
等

と
書
き
込
む
と
、
党
名
を
改
称
さ
れ
る
な
ど
し
た
場
合
に
適
用
が
困
難
と

な
る
こ
と
か
ら
、「
国
体
の
変
革
」
や
「
私
有
財
産
制
度
の
否
認
」
と
い
う

言
葉
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
「
国
体
変
革
」「
私
有
財
産
制
度
否
認
」
と
言

う
言
葉
は
曖
昧
で
、
政
府
で
さ
え
明
確
な
定
義
が
不
可
能
だ
と
い
う
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
曖
昧
だ
か
ら
用
い
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
治
安
当

局
が
取
り
締
ま
り
た
い
と
考
え
る
団
体
が
あ
れ
ば
、「
国
体
の
変
革
」「
私

有
財
産
制
度
否
認
」
結
社
だ
と
し
得
た
か
ら
で
あ
る
。
〜
一
九
二
八
年
の

改
正
法
に
よ
り
「
国
体
を
変
革
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
社
を
組
織
し

た
者
又
は
結
社
の
役
員
そ
の
他
指
導
者
た
る
任
務
に
従
事
し
た
者
」
に
対

し
て
は
、
選
択
刑
と
し
て
死
刑
・
無
期
懲
役
刑
が
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
に
治
安
維
持
法
の
罪
は
「
思
想
的
外
患
・
内
乱
罪
」
と
さ
れ
た
。
〜
「
結

社
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
の
行
為
」
の
罪
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
も
重
要

な
点
で
あ
っ
た
。
労
働
組
合
や
大
衆
運
動
な
ど
を
共
産
党
な
ど
の
「
外
部

団
体
」
と
し
て
取
り
締
ま
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
政
党
（
議
員
）
が

社
会
主
義
的
な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
法
律
を
制
定
す
る
院
内
活
動
も
、
こ

の
時
期
に
は
治
安
維
持
法
の
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
る
よ
う
に
な
っ

た
。』（
作
家
小
林
多
喜
二
は
、『「
蟹
工
船
」・
「
一
九
二
八
年
三
月
一
五
日
」
で
、
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日
本
国
憲
法
は
、
二
〇
一
七
年

五
月
三
日
に
施
行
か
ら
七
〇
年
を

迎
え
ま
し
た
。
戦
後
七
二
年
を
経

て
、
い
ま
日
本
国
憲
法
と
法
の
支

配
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。そ
れ
は
、

現
在
の
政
権
の
憲
法
解
釈
に
問
題

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
二
〇
一
五

年
九
月
一
九
日
未
明
、
集
団
的
自

衛
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
に
な
る

「
安
全
保
障
関
連
法
」（
新
安
保
法

制
法
）が
、参
院
本
会
議
で
自
民
、

公
明
両
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
強

行
可
決
し
、
成
立
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
、
安
全
保
障
関
連
政
策

や
外
交
関
連
政
策
で
あ
っ
て
も
、

憲
法
に
従
っ
て
実
行
す
べ
き
こ
と
、

こ
れ
が
立
憲
主
義
の
本
質
的
要
請

な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
憲
法
が
あ

っ
て
こ
そ
の
国
家
で
あ
り
、
国
家

権
力
の
行
使
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
、
真
摯
な

反
省
を
踏
ま
え
て
制
定
さ
れ
た
日

本
国
憲
法
は
、
数
年
來
大
き
な
転

機
に
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、「
新

安
保
法
制
法
」
の
違
憲
性
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
に
し
ま
す
。

新
安
保
法
制
法
と
は
何
か

新
安
保
法
制
法
と
は
、
新
規
の

「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
」と「
国

際
平
和
支
援
法
」
の
総
称
で
す
。

「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
」
は
、

左
記
の
十
の
法
律
を
一
括
改
正
す

る
法
案
で
す
（
そ
の
他
、
別
の
十

法
に
つ
い
て
附
則
に
よ
り
技
術
的

な
改
正
も
行
わ
れ
ま
す
。）。

一
、
自
衛
隊
法

二
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等

に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律

（
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
）

三
、
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国

の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
周
辺

事
態
安
全
確
保
法�

D

重
要
影
響
事

態
安
全
確
保
法
）

四
、
周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す

る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律

（
船
舶
検
査
活
動
法
）

五
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国

及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す

る
法
律
（
事
態
対
処
法
）

六
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動

に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置

に
関
す
る
法
律
（
米
軍
等
行
動
関

連
措
置
法
）

七
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

特
定
公
共
施
設
等
の
利
用
に
関
す

る
法
律（
特
定
公
共
施
設
利
用
法
）

八
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外

国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制

に
関
す
る
法
律
（
海
上
輸
送
規
制

法
）

九
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕

虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律

（
捕
虜
取
扱
い
法
）

十
、
国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法

こ
の
、
法
制
に
よ
り
、
戦
後
日

本
の
安
全
保
障
政
策
の
歴
史
的
転

換
と
な
り
ま
し
た
。
憲
法
違
反
と

の
批
判
が
根
強
い
中
、
海
外
で
自

衛
隊
の
武
力
行
使
に
扉
が
開
か
れ

た
の
で
す
。

集
団
的
自
衛
権
と
は
何
か

集
団
的
自
衛
権
と
は
、
国
際
関

係
に
お
い
て
武
力
攻
撃
が
発
生
し

た
場
合
に
、
被
攻
撃
国
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
他
国
が
そ
の
攻
撃
を

自
国
の
安
全
を
危
う
く
す
る
も
の

と
認
め
、
必
要
か
つ
相
当
の
限
度

で
反
撃
す
る
権
利
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
自
衛
権
の
一
つ
で
、
個
別

的
自
衛
権
に
対
し
て
い
い
ま
す
。

国
連
憲
章
五
一
条
に
お
い
て
、

安
全
保
障
理
事
会
が
有
効
な
措
置

を
と
る
ま
で
の
間
、
各
国
に
個
別

的
自
衛
権
と
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

憲
法
施
行
七
〇
年
と
違
憲
訴
訟
（一
）

文
化
体
育
部
長

久
保

親
志



ＱＳＫ １９９７年 ９月 １８日 第 三 種 郵 便 物 承 認 通 巻 ６０９３号 ２０１７年 ６月 １６日 発 行 （日 刊 ）

- 10 -

貧
乏
暇
あ
り

～
案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
～

某
月
某
日
は
何
を
隠
そ
う
、
私
の

誕
生
日
。
６８
歳
、
と
い
う
こ
と
は

今
年
で
受
傷
後
４８

年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。
２０
歳
の
時
の
受
傷

だ
か
ら
、
計
算
し
や
す
い
。
実
家

で
、
姉
妹
が
誕
生
パ
ー
テ
ィ
を
し

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
な
っ
た
。

そ
の
数
日
前
、
愛
車
の
車
検
が

近
づ
い
て
い
た
の
で
、
早
め
に
終

わ
ら
せ
て
お
こ
う
と
思
い
、
工
場

へ
行
っ
た
。
待
っ
て
い
る
と
、
途

中
経
過
を
知
ら
せ
に
整
備
士
さ
ん

が
来
た
。
エ
ン
ジ
ン
の
重
要
な
部

分
が
傷
ん
で
い
て
、
現
状
の
ま
ま

で
は
車
検
が
通
ら
な
い
と
の
こ
と
。

も
ち
ろ
ん
修
理
を
依
頼
し
た
。

部
品
が
届
く
の
が
休
日
明
け
に
な

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
誕
生
パ

ー
テ
ィ
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
て
工

場
預
け
を
OK
し
て
し
ま
っ
た
。

パ
ー
テ
ィ
前
日
に
な
っ
て
、
車

が
使
え
な
い
事
を
思
い
出
し
、
慌

て
て
し
ま
っ
た
。

実
家
は
、
Ｊ
Ｒ
黒
崎
駅
と
八
幡

駅
の
中
間
地
点
、
八
幡
西
区
と
東

区
の
境
目
で
あ
る
。

タ
ク
シ
ー
？

タ
イ
ト
ル
の
ご

と
く
「
貧
乏
暇
あ
り
」
だ
。

JR
で
黒
崎
駅
か
八
幡
駅
？
ど

ち
ら
が
楽
か
？
（
坂
道
が
少
な
い

か
？
）
車
椅
子
で
の
歩
き
は
慣
れ

て
い
る
も
の
の
少
し
距
離
が
あ
る
。

待
て
よ
、
旧
電
車
通
り
（
若
い

人
に
は
判
ら
な
い
だ
ろ
う
）
で
、

そ
の
ま
ま
の
路
線
で
バ
ス
が
走
っ

て
い
る
か
ら
、
バ
ス
に
乗
れ
ば
よ

い
と
思
い
つ
い
た
。

貧
乏
暇
あ
り
、
暇
に
任
せ
て
バ

ス
の
時
刻
を
調
べ
て
い
る
と
折
尾

駅
か
ら
家
の
近
く
を
通
っ
て
小
倉

行
き
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

JR
は
１
０
０
キ
ロ
を
超
え
な

い
と
割
引
が
な
い
が
西
鉄
バ
ス
は

距
離
に
か
か
わ
ら
ず
割
引
が
あ
る
。

（
JR
の
１
０
０
キ
ロ
超
え
の
理

由
は
な
ん
な
の
だ
ろ
う
？
）

料
金
を
調
べ
る
と
JR
に
乗
っ

て
黒
崎
駅
か
ら
車
椅
子
で
行
く
よ

り
も
安
い
。
楽
し
て
安
い
。
し
か

も
時
間
も
か
か
ら
な
い
。
こ
れ
は

バ
ス
を
利
用
す
る
し
か
な
い
。

問
題
は
お
天
気
だ
。

幸
い
に
も
、
日
ご
ろ
の
行

い
が
良
い
た
め
か
誕
生
日

を
祝
っ
て
快
晴
で
あ
る
。

近
く

の
バ

ス
停

ま
で

行
き
乗
車
、
目
的
地
に
到
着
。
帰

り
の
時
刻
を
メ
モ
（
デ
ジ
カ
メ
撮

影
）
す
る
。

公
園
を
抜
け
て
い
く
の
だ
が
、

途
中
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
跡
地

が
あ
っ
た
。
私
の
姉
も
利
用
し
て

い
た
が
当
時
の
金
の
卵�

?

勤
労
青

少
年
の
た
め
の
施
設
で
文
化
活
動

ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
で
き
る
市
の
施

設
だ
っ
た
。
受
傷
後
、
退
院
し
て

在
宅
に
な
り
、
利
用
で
き
な
い
か

と
尋
ね
て
み
た

が
「
２０
歳
前

の
人
が
多
い

で
す
よ
」（
私

は

２３

歳
だ

っ

た

と

思

う
）
と
遠
回

し
に
断
ら
れ

た
。今

は
取
り

壊
さ
れ
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
な

っ
て
い
る
。
当
時
の
勤
労
青
少
年

が
再
び
用
途
・
目
的
を
変
え
て
利

用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

時
代
の
流
れ
を
感
じ
る
。

誕
生
パ
ー
テ
ィ
は
き
ょ
う
だ
い

や
甥
っ
子
を
交
え
て
愉
し
い
一
時

を
過
ご
し
た
。
暖
か
そ
う
な
セ
ー

タ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
に
再
び

バ
ス
に
揺
ら
れ
て
帰
途
に
つ
い
た
。

北
九
州
支
部

白
川
長
廣
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地
震
に
お
け
る
障
害
者
の

置
か
れ
た
状
況

桃
の
花
が
盛
り
を
迎
え
た
須
賀

神
社
の
横
に
あ
る
直
方
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
３
月
１９
日
、
「
熊

本
地
震
の
被
災
地
で
障
害
者
が
置

か
れ
た
状
況
と
は
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
「
直
方
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

つ
ど
い
」
が
あ
っ
た
。

駅
の
無
人
化
さ
れ
た
区
間
だ
が

幸
い
に
も
乗
降
す
る
折
尾
駅
、
直

方
駅
は
職
員
が
い
る
の
で
予
約
な

し
で
乗
れ
た
。

直
方
駅
か
ら
車
椅
子
で
行
っ
た

の
だ
が
、
途
中
の
三
叉
路
に
は
歩

道
橋
の
み
で
歩
道
が
な
く
、
し
か

も
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
敷
設
さ
れ
て

い
て
、
行
き
詰
り
後
戻
り
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
最
寄
り
の
駅
か
ら

の
コ
ー
ス
が
通
行
し
に
く
い
よ
う

で
困
っ
た
も
の
で
あ
る
。

１３

時
３０

分
か
ら
の
開
始
で
あ

っ
た
が
１３

時
に
は
満
室
に
な
り

壁
際
に
も
椅
子
が
置
か
れ
関
心
の

強
さ
が
伺
い
知
れ
た
。

講
師
は
熊
本
学
園
大
学
教
授
で

被
災
地
障
害
者
セ
ン
タ
ー
く
ま
も

と
事
務
局
長
と
し
て
活
動
さ
れ
た

東
俊
裕
氏
。
ご
存
知
の
よ
う
に
熊

本
地
震
の
発
生
は
２８

年
４
月
１４

日
、
そ
し
て
再
度
の
本
震
が
１６
日

で
あ
っ
た
。

被
災
地
障
害
者
セ
ン
タ
ー
・
Ｊ

Ｄ
Ｆ
熊
本
支
援
セ
ン
タ
ー
の
立
ち

上
げ
が
４
月
２０
日
で
、
実
働
が
５

月
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
口
に
被
災
障
害
者
と
い
っ
て

も
日
常
の
生
活
、
施
設
入
所
・
通

所
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
、
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
て

い
な
い
。
ま
た
、
何
ら
か
の
団
体

に
加
わ
っ
て
い
る
な
ど
に
よ
っ
て
、

被
災
後
の
状
況
が
変
わ
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

障
害
者
の
一
時
避
難
所
の
利
用

は
、
一
般
避
難
者
が
多
く
い
る
中

で
は
難
し
い
。
で
は
、
２
次
避
難

所
と
し
て
の
福
祉
避
難
所
は
ど
う

な
の
か
？
入
所
施
設
に
は
既
に
定

員
に
近
い
障
害
者
が
、
す
で
に
生

活
し
て
お
り
新
た
な
入
所
者
（
一

時
的
）
を
受
け
入
れ
る
に
は
限
界

が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

結
局
は
、
崩
れ
か
け
た
家
の
中

や
車
の
中
で
過
ご
す
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
チ
ラ

シ
を
作
っ
て
配
布
し
支
援
に
取
り

掛
か
っ
た
が
必
要
な
障
害
者
に
情

報
が
届
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
直

面
し
た
。
一
定
程
度
は
周
知
で
き

た
が
、
多
く
の
障
害
者
の
所
在
は

個
人
情
報
保
護
法
の
壁
で
セ
ン
タ

ー
で
は
対
処
で
き
ず
、
最
終
的
に

は
行
政
の
手
に
よ
っ
て
郵
送
す
る

と
い
う
手
法
を
取
っ
た
と
の
こ
と
。

「
助
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ

っ
た
一
方
で
、
前
述
の
よ
う
な
事

情
で
の
周
知
の
遅
れ
に
よ
り
「
早

く
助
け
て
く
れ
れ
ば
よ
い
の
に
今

頃
言
っ
て
来
て
」
と
い
う
苦
情
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
発
生
初

期
の
緊
急
支
援
（
命
・
暮
ら
し
の

維
持
の
た
め
の
物
資
の
提
供
）
か

ら
復
興
に
向
け
て
の
ニ
ー
ズ
（
生

活
支
援
、
被
災
家
財
・
家
屋
の
片

づ
け
等
々
）
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
初
期
の
熊
本
市
内
か
ら

周
辺
市
町
村
へ
も
範
囲
を
拡
大
し

て
い
っ
た
と
の
こ
と
。
活
動
の
中

か
ら
見
え
て
き
た
課
題
は
、①

避

難
所
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
提

供
②

仮
設
住
宅
等
の
合
理
的
配

慮
（
熊
本
県
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

仮
設
住
宅
の
設
計
が
な
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
）③

平
常
時
の
定
型
的

サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
出
来
な
い
生

活
再
建
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
求
め
ら
れ
る
、
な
ど
が
揚
げ

ら
れ
た
。

講
演
を
聞
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、

我
々
障
害
者
も
日
常
的
に
災
害
時

に
ど
う
対
処
し
て
行
く
の
か
を
考

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

あ
な
た
の
災
害
時
へ
の
備
え
は

大
丈
夫
で
す
か
？
確
認
じ
ゃ
！
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編
集
後
記

 
 

前
号
の
編
集
終
了
後
、
暫
く

し
て
、
病
院
を
退
院
し
ま
し
た
。

皆
様
も
、
お
身
体
に
気
を
付
け

て
お
過
ご
し
下
さ
い
。（
坂
本
）

《 今月の時事 》

『権力〜権威〜忖度』その妖怪〜襟懐（胸三寸）〜「お膳立てともいう」その実務は『学

校法人「森友学園」への国有地売却問題で、財務省近畿財務局が売買契約締結までの手順

を書いて学園側に渡した資料は、学園が提出すべき申請書類の案文を用意。財務局長あて

の要望書案では、学園の立場から「特例」を求めていた。「今後の手続きについて（説明資

料）」と書かれた A4 判３枚。学園理事長籠池泰典氏向けに、財務局の担当者が 2014 年

12 月 17 日時点で必要な手順をまとめた。学園側の計画に沿い、10 年間の定期借地契約

を結んでから売買契約に移行するまでに必要な申請書類や手順記載。後に鑑定額から約８

億円値引きして売買契約を結ぶ根拠となる地下埋設物の取り扱いも説明していた。財務局

長あての要望書案では、「校舎建設等に多額の初期投資を必要とすること等から、当初の費

用負担を極力抑えたい」「国有地の処分は売払いが原則であることは伺っておりますが、事

情を斟酌（しんしゃく）いただき、国有地について１０年間の事業用定期借地契約と売買

予約契約の締結をお願いいたします」「なお経営努力を行い、○年後より早期に国有地購入

ができるよう努めます」と特例を求める内容だった。』（17/4/28/朝日新聞朝刊より要約抜粋）

同朝日新聞の２９日記事には、民進党が開いたヒアリングで籠池氏は、『昭恵氏に国との取

引交渉の経緯を繰り返し報告していたと発言した。』もはや、驚くことではない。あり得る

ことだが、これまで「表沙汰にならない忖度」という「権力／なれ合いの構造」で、どれ

だけ「無駄に税金」が使われてきたかである。かの「天下り斡旋の公務（公益法人）？」

その「手配師（元官僚）」は、月２日の出勤で、年給与１０００万円とは、驚きを超えて激

怒が収まらない。数ある「無駄使い」が視えないのは、何故なのかである。世界政治の混

迷と経済再編がより混乱し、様々に「変態と核攻撃を促し、恐怖恫喝外交」での心理ゲー

ムの落としどころさえ、視えていない。人間は「愚かな生業」を繰り返す資質と狂気への

ボタンも持参している。今日は月が視えるか？・地球市民の・・・（しん）

この広報誌は、共同募金の配分金を受けて発行しています。
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